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研究成果の概要（和文）： 
長大な活断層の活動区間を明確にする試みとして、死海トランスフォーム断層に沿うヨル

ダン・ヴァレー断層帯を対象に選び、これが最終氷期の多雨湖・リサン湖の形成域に存在

することに注目してその離水期以後に生じた変位地形の性状および断層活動履歴の場所的

違いなどを調べた。その結果、変位地形の生長度、最新活動を含む最近 2～3 回の活動履

歴、最新活動時の変位量に場所による大きな差がないことがわかり、約 100km の長さを

持つ本断層帯は、一体となって活動を繰り返していると思われる。 
 
研究成果の概要（英文）： 
Tectonic landforms and paleoseismology of the Jordan Valley fault zone along the Dead Sea 
transform fault was investigated in detail, as a case study on rapture units of a long active 
fault. As a result, it was revealed nearly that scale of tectonic landforms, occurrence of 
recent paleoseismic events and also offset amount of the latest faulting, are similar 
everywhere along this fault zone. These suggest that all of the Jordan Valley fault zone, 
about 100 km long, behave as a coupled rapture unit. 
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研究分野：複合領域 
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１．研究開始当初の背景 
 

規模の大きい活断層は、多くの場合いくつ

かの区間に分かれて活動していると思われ

る。活動履歴調査結果が場所により食い違う

ことや断層線の形状(分岐、屈曲、雁行、不連

続)等がその事実を示唆している。活断層の活

動区間を、それごとの活動履歴や活動時の変

位形態・変位量分布とともに正確に把握する

ことは、活断層運動の実態解明および変動地

形や地質構造の発達史、さらに防災科学上に

おいても極めて重要である。しかし、一般に
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明確な変位基準となり得るものの種類や分

布が限られているため、量的質的に足りる基

礎資料を整えることが自ずと限界があって

難しいことから、この種の調査研究はほとん

ど進んでいない。 
 
２．研究の目的 
 

本研究は、主として死海地溝帯の中部に位

置するヨルダン・ヴァレー断層帯の変動地形

学的調査を行って、上記の課題に応え得る精

度の高い基礎資料を収集することを目的と

している。 
ヨルダン・ヴァレー断層帯は、死海の西岸

から北のティベリアス湖の東岸へと延びる

総延長 100km を超える左ずれ型の活断層で

ある。北進するアラビア・プレートの西縁を

限るトランスフォーム断層(死海トランスフ

ォーム断層)の地表表現と見られており、間違

いなく A クラスの活断層である。過去に幾度

となく大地震を引き起こしてきたことを示

唆する歴史記録も知られるが、これまでヨル

ダン・ヴァレーが活断層調査の対象になった

ことはほとんどない。 
ヨルダン・ヴァレー断層帯域においては、

そのほぼすべてが最終氷期に多雨湖として

発達した大規模な湖水(リサン湖)に覆われて

いたことが知られている。この事実は、本断

層帯周辺に分布し、その活動に関し変位基準

となり得る地形は、基本的にリサン湖の離水

地形とそれを開析して形成された新旧河成

地形群に限られることを意味し、この地域が、

ここおおよそ 2万年以内に生じた断層変位地

形とその性状、場所的違いを把握する上で極

めて有利な条件を持つことを示している。 
以上のように、活動度の極めて高い活断層

が、時代を限って活動性や活動量、活動履歴

を把握できる好条件下におかれて存在する

ことに着目して主なる研究調査対象をヨル

ダン・ヴァレー断層帯とすることにした。 
 
３．研究の方法 
 

(1)まず初年度は、空中写真判読によるヨル

ダン・ヴァレー断層帯の活断層線の位置と

変位地形の性状把握に努め、変位地形の

態・規模を手がかりにして変位様式・変位

量に関する基礎資料を整えるものとする。 

(2)次年度には、断層帯の最近の活動履歴把

握調査に移り、まず北半部を対象にトレン

チ調査を実施する。 
(3)最終年度には、断層帯南半部を対象とし

たトレンチ調査を試み、活動履歴に関し北

半部と比較対照しえる資料の発掘を行う。 
(4)以上の成果に基づき、ヨルダン・ヴァレ

ー断層帯の活動区間について検討を加え

る。 

図 1 ヨルダン・ヴァレー断層帯北半部中央 

等高線は 1/25,000ヨルダン地形図による． 

 

 

図 2 紡錘状のバルジとそれを先行谷をつく

って横切るワジ・ハサ 



 

 

図 3 ヨルダン・ヴァレー断層帯によるワ

ジ・ルシーフの左ずれ 

 

(5)併せて長大な活断層の活動性に関する資

料の収集・解析を行い、参考資料の整備に

も努めるものとする。 

 

４．研究成果 

 

(1)ヨルダン・ヴァレー断層帯の位置と変位

地形 

 調査地域全体について空中写真判読を行

い、変位地形の所在・性格を把握して 2 万 5

千分の 1地形図を基図とした活断層図を作成

した。その一部を図 1として示す。なお、利

用空中写真については、ヨルダン天然資源庁

より提供を受けた。 

ヨルダン・ヴァレー断層帯は、ティベリア

ス湖の東岸から死海に西岸に向かって延び

ており、その断層線はほぼ南北で一直線状を

なす。これに沿ってリサン湖離水面およびそ

れを開析する河成面上に低断層崖、バルジ(例
えば図 2)、断層凹地、横ずれ谷などが認めら

れる。 
このような変位地形の性状から、ヨルダ

ン・ヴァレー断層帯は、左横ずれを主体とす

る変位を繰り返していることが明らかであ

る。上下変位成分はあってもごく僅かと思わ

れる。 
 河谷の横ずれ量は、100m 前後以下のものが 

多いが、断層帯南半部中央を横切るワジ・ル

シーフのそれ(図 3)は 150-160m、断層帯北端

近くのヤルムーク川河谷やワジ・アラブにつ

いては 200-300m に達している可能性もある。 

 

（2）2010 年 5 月のトレンチ調査 

 断層帯北半部の最近の活動履歴資料を求

めてシェイク・フセイン地区(図 1 のズマリ

ヤ西方)でトレンチ掘削調査をヨルダン天然

資源庁と共同で実施した。ワジ・ジアードが

形成したごく若い扇状地面上に掘削した 2つ

のトレンチの壁面には、南北走向で高角の断

層が露出し、時期を違えた 4 回の断層活動で

生じた構造が認められた(図 4)。より新しい

3 回の断層活動は、最近の 5000 年以内に生じ

たと考えられ、最新の活動は、紀元後の歴史

時代にあったことがこの調査で明らかとな

った。 

図 4  2010 年トレンチ No.2 南壁面のスケッ

チと年代測定結果 
a:礫,b:砂,c:砂・礫混じりシルト,d:シルト

～粘土,f:耕作土層. 

丸印と数字：年代測定用試料の採取位置と測

定結果(yBP)(青は No.1S 面，緑は No.2N 面で

の同層準採取試料の測定結果)  

 

図 5 2012 年トレンチ K2 南壁面 

LF はリサン層． 

 

 

（3）2012 年 3 月のトレンチ調査 

断層帯南半部の活動履歴資料を得る目的 

で、カラーマ・ダムの北西岸地区で 2つのト

レンチを掘削した。左ずれした小ワジの現河

床に掘削した K2 トレンチでは、最新断層活

動の層位を確認するとともに、それに先立つ

少なくとも 1つの断層活動の痕跡を捉えるこ

とができた(図 5)。ごく近い過去に断層帯を

横切って広がった湿地部に掘削した K1 トレ

ンチでは、湿地堆積物の最上部まで断層で断

たれていたが、ここでもこれを含めごく最近

の 3～4 回の断層活動痕を検出することがで

きた。 

 2011 年度の特殊な社会的事情から現地調 

査が年度末に実施せざるを得なかったので、

採取試料の年代測定などが実施できず、断層 

活動の編年検討に至ることなく年度末を迎

えた。なお、本トレンチ調査もヨルダン天然

資源庁と共同で実施した。 

 

（4）最新活動時の変位量について 

シェイク・フセイン地区では、2010 年に掘

削したトレンチの北側に浅いワジがあり、こ

れはトレンチに露出した断層の延長線上で

裁頭谷となっている。このワジは、地形的に

は、トレンチに露出し、断層変位を受けてい

る最上位層の表面に位置しているので、裁頭

谷は最新の断層活動によって生じた変位地

形と見なせる。そこで転移したその上流流路



 

 

を探し、食い違い量を計測したところ、約 12m

左ずれしていることが明らかとなった。 

 ザルカ川支流のワジ・ガーン沿いでは、リ

サン湖離水面を開析する支谷の谷頭近くに、 

ヨルダン・ヴァレー断層帯の活動で閉塞丘が

形成されており、谷頭部は閉塞凹地化してい

る。地形変化が激しい谷頭部に保存される新

鮮な変位地形であることから、ヨルダン・ヴ

ァレー断層帯の最新活動で生じたものと考

えられる。精密測量を行って図化し、横ずれ

量を計測したところ左ずれ約 10m であった。 
 2012年にK2トレンチを掘削した小ワジは、 

18～19m 左ずれしている。上述のようにこの

ワジ河谷堆積物は少なくとも 2回断層活動を

経験している可能性がある。これらの事実は、

断層活動1回の変位量が平均9-10mであった 

ことを示唆している。 
 

（5）まとめ 

ヨルダン・ヴァレー断層帯を対象にして活

断層の活動区間を具体的に捉える試みに挑

戦した。具体的には本断層帯を便宜的に南北

2 つに分け、それぞれの①変位地形の性格・

成長度、②活動履歴、③最新活動時の変位量

など調査して比較対照しようとした。その結

果、最新に近い地形面上に掘削したトレンチ

で読み取れた活動履歴には大差なく、また、

最新活動で形成された変位地形がともにほ

とんど破壊されずに残り、それが示す変位量

も類似していることが明らかとなった。この

ような事実は、北半部と南半部が時期・変位

様式・変位量を違えて別々に動いてきた可能

性が低いことを強く示唆している。認められ

る河谷横ずれ量の最大に注目すると、これは

北部で大きいともいえる。しかし、リサン湖

の離水が、北部は上流にあたり早く始まった

と考えれば、変位累積期間の差を反映したも

のとして説明できるかもしれない。 
断層活動期について正確な編年を行った

上で、その地域差の有無を明確にしたかった

が、諸般の事情により 2011 年度調査で採取

した試料について測定に供せないまま最終

年度を終えることとなった。調査研究は未完

ではあるが、ほぼ計画通り実行でき、期待し

た通りの基礎資料を得て 100km 余に及ぶ長

大な活断層・ヨルダン・ヴァレー断層帯の活

動区間について言及可となり、少なくとも最

近はこれが一体で活動を繰り返しているこ

とがほぼ明らかとなった。このような結果は、

ヨルダン・ヴァレー地域を主なる調査対象と

し、変動地形学的手法を重視して本研究を進

めたことによる大きな成果と考える。 
なお、参考資料の整備という課題にかかわ

り、日本の長大な活断層として知られる糸魚

川静岡構造線活断層系の活動性に関する資

料のとりまとめをも試みた。 
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